
【STEP2】（広げる）SDGs×組織連携×アイデア×自分
実施の目的：�SDGs を世界規模で捉えなおすために、世界の様々な課題を知り、多様な視点で地域課題を捉

え直し、自らの生き方あり方を問い直す。
生徒の目標：�自分ごととして世界と関わるために、世界の SDGs 課題について探究し、課題解決のための

アイデアを明確にする。
事前の準備物：付箋、PC

目安時間 内容

導入
１〜２コマ

世界の課題って何だろう？

【問い】〇〇年後の世界はどんな形だろう？
　（例）技術革新が進んで、よりよい世界になっている。
　　　  格差が広がって、住みづらい世界になっている。

【問い】世界における解決すべき課題はなんだろう？

【問い】将来はどんな世界に住んでみたい？

【ワーク】地域のリソースを使ってよりよい未来を考えよう
　・�金沢工業大学 SDGs 推進センターが開発した、「アクションカードゲームＸ（クロス）」を使用して、

地域のリソースを活用して世界の課題を解決するためのアイデアをグループで出し合う。
　　（https://www.kanazawa-it.ac.jp/sdgs/education/application/game-1.html）

【知る】今、世界にある様々な課題
　・�グループ毎に調査する国を決めて、その国の SDGs 課題を SDGs Index and dashboard の結果

と関連させて表にまとめる。
　　（https://www.sdgindex.org/reports/sustainable-development-report-2021/）
 

どんな回答も否定しない

チームで発表するのも
いいかもしれません！

データを比較する際に自分たちの地域のリソース
を使って解決できる要素がるか聞き、データと生
徒たちの考えを関連させてみましょう。
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目安時間 内容

展開①
２〜３
コマ

世界の課題を解決するには？

【ワーク】世界の様々な課題を自分たちのアイデアで解決しよう。
　・�グループ毎に調査した国の SDGs 課題に対して、「アクションカードゲームＸ（クロス）」で出さ

れたアイデアやリソースを使って、解決策を提案する。
（例）　
　・�ネパールの地域格差解消のために、地元の IT 企業と提携して、村落部の産業の販路を拡大する。
　・�ガラパゴス諸島の自然保護と観光業を両立させるために、オンラインツアーを地元の NPO と企

画し、ファンドレイジングにつなげる。
　・�教育格差を解決するために、地域のネットワークインフラを活用して、日本の中学生と学び合う

場をオンライン上に作る。
　・�住み続けられる街づくりの実現のために、パートナー国とお互いの街の利点と課題を、Minecraft

を使用してプレゼンする。その中で補い合える解決課題を見付け、自治体にアイデアを提案して
いく。

【深める】専門家にインタビューをしてアクションプランを練り直そう。
　・�アクションプランを深めるために、関連企業に従事する方、大学生や青年海外協力隊 OV にイン

タビューを行う。
　・インタビューをして新たに得た視点や知識から、アクションプランを練り直す。

展開②
４〜５
コマ

どんなアクションが起こせるだろう？

【準　備】アクションプランの企画書と紹介動画を作成し、発表の準備をしよう。

【発表①】�インタビューを行った組織に再度提案し、プランの妥当性について評価して
もらう。

【発表②】�アクションプランを校内で共有し、相互評価・意見交換を行う。アクション
プランを下級生へ引き継ぐ。

【発表③】�学校公開において、保護者や地域、外部組織等にアクションプランを紹介し、
地域との繋がりを深める。

まとめ
１コマ

地域のリソースはどのように使えるだろう？

【まとめ】１年間の学びを振り返る（キャリアパスポートの活用）

課題に対して様々な観点からアイデアを出し合うことで、
柔軟に考えていくことができます。

外部組織からアイデアを
もらいます！

これをもとに、レゴや Minecraft を使用して実際の街づくり
アイデアを深めることができます。

外部の組織と連携することにより、多様な視点で世界や地域の
課題を捉え直し、自らの生き方あり方を問い直す機会とします。


